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〈調査の概要〉

１ 調査の目的

廿日市市における部活動の地域移行の必要性、課題、対応の方向性を検討するにあた

り、その基礎データとなる児童生徒・保護者・教職員の意向を捉える。

２ 調査期間

令和５年２月２８日～３月３１日

３ 調査方法

（１）調査対象

①小学校第５・６学年児童

②中学校第１・２学年生徒

③小学校第５・６学年児童の保護者

④中学校第１・２学年生徒の保護者

⑤中学校教員

（２）回答方法

○ Google フォームによるオンライン回答

（３）調査対象学校数及び回答者数

４ 集計結果

①小学校第５・６学年児童

②中学校第１・２学年生徒

③小学校第５・６学年児童の保護者

④中学校第１・２学年生徒の保護者

⑤中学校教員

５ その他

アンケート結果については概要を示すため、上位項目等に絞ってグラフ等を作成した。

回答されたその他の少数意見についても今後の施策の参考とする。

種別
学校数

（校）
回答者数（人）

① 小学校第５・６学年児童 １７ １，９７９

② 中学校第１・２学年生徒 １０ １，６８１

③ 小学校第５・６学年児童の保護者 １７ １，２７９

④ 中学校第１・２学年生徒の保護者 １０ ９８１

⑤ 中学校教員 １０ １５７



〈アンケート調査の結果〉

【⑤スポーツ活動・文化芸術活動アンケート（教職員）】

［問１］担当している部活動

［問２］教職員が部活動の指導を行うことについてどう考えますか。※複数回答可
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学校内の関係者だけで関わることになり、指
導や評価の視点が狭くなる

教職員が指導することが望ましい

生徒の成長がみられ、教職員のやりがいにつ
ながる

生徒指導上の諸課題を防ぐために有用である

時間的、精神的に余裕がなくなり、負担に
なっている

専門的な指導ができず、生徒のニーズに十分
にこたえられない

（人）



［問３］（１）学校部活動を地域クラブ等が担うことについて期待することを教えてくださ

い。※複数回答可

［問３］（２） 学校部活動を地域クラブ等が担うことについて心配することを教えてくださ

い。※複数回答可
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特になし

設備の整った練習場所

他校の生徒との交流

学校部活動にはない新たな種目の活動の実施

多世代の地域住民との交流

多様な子どものレベルに合った活動の充実

技術力の向上

子どもが希望する種目の活動の継続性

専門的な指導が受けられること

教員の負担軽減
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学校に位置づかない生徒（不登校生徒等）の増加

活動時間（練習時間が長い、夜間の活動など）

教員ではなく地域の方が指導すること

他校の生徒との人間関係

活動場所までの送迎の保護者負担

生徒とのコミュニケーションの減少

指導者の人材不足による希望種目の有無

経費の保護者負担（指導者謝金、保険料など）

けがやトラブルへの対応や補償

指導方法（行き過ぎた指導や勝利至上主義など）

指導者の質の担保

学校と地域クラブの情報共有の方法

指導者との人間関係

（人）

（人）



［問４］学校部活動を地域クラブ等が担うことになった場合、ご自身が地域の指導者として

関わりたいと考えますか。

【［問４］で「はい」と答えた方のみ［問５］、［問６］にお答えください。】

［問５］どのような理由で希望しますか。※複数回答可

はい
25%

いいえ
75%

12

21

21

23

23

25

30

31

大会などで良い成績を収めさせたい

学校とは違う側面を見ることができる

精神力や責任感を育てたい

自分がやってきた活動に今後も携わりたい

生徒との信頼関係を築くことができる

生徒に協調性や社会性を身につけさせたい

指導することが楽しい

生徒の成長がうれしい
（人）



［問６］学校部活動以外で指導を希望する場合、どの場所での指導を希望しますか。

【［問４］で「いいえ」と答えた方のみお答えください。】

［問７］「いいえ」と答えた理由は何ですか。※複数回答可
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授業改善に向けた
教材研究等を行いたい

校務多忙化を解消したい

家庭生活を優先させたい

専門的な指導ができない

（人）


